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概  要 

 

衝撃エネルギーの高い吸収能を持つ軽量な構造強度部材の最適形状の探求や

高ひずみ速度材料試験による各種金属，非金属材料の衝撃特性の解明と試験法

の高精度化，衝撃接合法に関する研究を行っている。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

各種形状の構造強度部材について、衝撃エネルギーの高い吸収能と軽量化を両

立できる最適形状設計や材料選択指針の構築を目指して、落錘衝撃試験機によ

る実験と数値解析による研究を行っている（図 1参照）。その他、衝撃接合法

の開発では鉄鋼とチタンの異種接合に成功している（図 2 参照）。 

本技術の 

有用性 

構造強度部材の衝撃特性を解明や衝撃材料試験法の高精度化により，軽量で高

い衝撃エネルギー吸収能を持つ構造部材の開発が可能である。また，衝撃接合

法では板端面同士の鉄鋼とチタン（異種材）接合が可能である． 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

 

 

 

               

適用可能製品 

・車両・航空部品等の設計・生産技術分野 

・各種塑性加工分野 

・低環境負荷材料分野 
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衝撃エネルギー吸収用構造部材と衝撃接合法の開発 

衝撃弾塑性変形に関する研究 

図 1．衝撃軸圧縮実験とその数値解析 

図 2．鉄鋼とチタンの接合境界 

（衝撃せん断で活性化した端面同士をスラ

イドさせて接合させる全く新しい接合法） 


